
⬅ 

都
市
力
の
強
化
・
魅
力
向
上
の
た
め
に

現
状
か
ら
、
那
覇
市
が
抱
え
る
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
課
題
か
ら
、「
人
や
機
能

が
集
ま
る
活
力
あ
る
ま
ち
」で
あ
る
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。（
那
覇
市
立
地
適
正
化
計
画
）

課 題
【
重
点
課
題
】

●
求
心
力
低
下

●
交
通
問
題

●
人
口
流
出

● 

中
心
部
の
人
口
減
少

● 

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

● 

災
害
へ
の
安
全
性
の
向
上

● 

自
然
・
歴
史
環
境
の
保
全
・
継
承

● 

持
続
可
能
な
都
市
経
営

基本方針

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
の
転
換

●
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
を
整
え
る

●
歩
行
者
・
自
転
車
環
境
を
整
え
る

●
歩
い
て
暮
ら
せ
る
エ
リ
ア
を
つ
く
る

都
市
力
の
強
化
・
魅
力
向
上

●
求
心
力
を
高
め
る
機
能
を
強
化
す
る

●
魅
力
あ
る
都
市
環
境
を
作
る

●
ま
ち
な
か
や
周
辺
に
住
人
を
取
り
戻
す

●
災
害
へ
の
安
全
性
を
高
め
る

⬅ 

公
共
交
通
を
骨
格
と
し
た
都
市
構
造
へ

車
が
必
要
な
ま
ち
か
ら
、
公
共
交
通
が
便
利
な
ま
ち
へ
変
わ
る
た
め
、
小
禄
・
首
里
・
真
和
志
の
各
地

域
と
中
心
市
街
地
お
よ
び
新
都
心
の
各
拠
点
を
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
で
結
び
、
誰
も
が
移
動
し
や
す

い
ま
ち
を
作
り
ま
す
。

誰
も
が
移
動
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

那
覇
市
で
は
、
新
た
な
公
共
交
通
機
関
と
し
て「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
」
の
導
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
の
既
存
の
公
共
交
通
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
市
内
を
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

現
在
直
面
し
て
い
る
交
通
問
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
公
共
交
通
を
軸
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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⬅
那
覇
市
の
現
状

か
つ
て
、
那
覇
市
の
中
心
市
街
地
で
は
デ
パ
ー

ト
や
映
画
館
な
ど
様
々
な
施
設
が
立
ち
並
び
、
多

く
の
人
々
が
集
ま
る
ま
ち
で
し
た
。
近
年
で
は
郊

外
や
周
辺
市
町
村
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
の

大
型
商
業
施
設
が
次
々
と
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
交
通
問
題
の
深
刻
化
や
市
中
心
部
の

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
と
向
き
合

う
な
か
で
、
ま
ち
に
賑
わ
い
を
生
み
出
し
、
維
持

す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
公
共
交
通
で
市
内
の
各
地
域
を

結
び
、
人
の
移
動
を
増
や
す
こ
と
で
、
市
民
が
楽

し
く
暮
ら
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
作
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

⬅
公
共
交
通
利
用
の
低
下

市
内
の
交
通
渋
滞
は
、
大
き
な
経
済
的
損
失
を

生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、
市
内
へ
の
人
の
流
れ
を

阻
害
す
る
要
因
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
那
覇
市
は
小
さ
な
土
地
に
公
共
交
通

網
が
充
実
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
す
が
、
市

内
で
の
通
勤
通
学
に
利
用
さ
れ
る
交
通
手
段
は
自

家
用
車
が
一
番
多
く
、
公
共
交
通
は
２
割
以
下
と

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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20年後、予想される
年齢別人口割合

〈市内居住者の通勤・通学の交通手段〉

〈那覇市の年齢別人口の推移〉

都市構造骨格図
拠点と軸

特集

歩道や自転車道を設け、安全で快適な徒
歩・自転車走行空間を確保し、歩道や停
留所、車両などのバリアフリー化によっ
て子どもからお年寄りまで、誰もが支障
なく利用できる環境を作ります。

日差しを遮る緑を配置して、歩き
たくなる道路空間を創出します

停留所には上屋やベンチなどを配置し、
利用者の利便性・快適性を確保します

駐輪場を整備し、
モノレールやバ
スなどの公共交
通の利用環境を
整えます

みんなを繋ぐ、
  快適なまちへ

1980
（年）

1990

2000

2010

モノレールバス徒歩自転車オートバイハイヤー
タクシー

利用交通手段
２種類以上自家用車

24.0％

29.1％ 5.0％
3.0％

12.8％ 1.4％ 24.9％ 23.8％

36.2％ 3.5％
2.0％

14.5％ 2.7％ 23.8％ 17.4％

33.2％ 7.5％
1.0％

14.6％ 4.3％ 21.7％ 11.4％ 6.3％

3.1％
4.0％

8.7％
0.0％

28.3％ 32.0％

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

  

公
共
交
通
の
役
割

公
共
交
通
の
役
割

ま
ち
は
、
人
と
人
が
集
ま
る

こ
と
で
賑
わ
い
と
活
気
が
生
ま

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
集
う
人
々

を
ま
ち
へ
運
ぶ
た
め
に
、
公
共

交
通
が
必
要
で
す
。
公
共
交
通

は
、〝
人
と
人
〞〝
人
と
ま
ち
〞
を

結
ぶ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ク
ル
マ
に
乗
っ
て
い

た
人
が
バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
と

い
っ
た
公
共
交
通
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
自
動
車
の
利

用
数
が
減
り
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ち
な
か
に
入
る
自
動
車
量

を
減
ら
し
な
が
ら
公
共
交
通
を

さ
ら
に
便
利
に
す
る
こ
と
で

〝
人
を
中
心
と
し
た
ま
ち
〞〝
誰

も
が
移
動
し
や
す
い
ま
ち
〞
を

目
指
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
現
在
新
た
な
交

通
機
関
と
し
て
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
」
導
入
に
向
け
た
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
那
覇

市
で
は
、
目
指
す
べ
き
〝
将
来
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〞
の
中
で
、
次
世

代
型
路
面
電
車
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
重
要
な
公
共
交
通
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
Ｌ

Ｒ
Ｔ
は
中
心
市
街
地
・
真
和

志
・
新
都
心
の
3
つ
の
拠
点

を
結
び
、バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、

モ
ノ
レ
ー
ル
と
連
携
す
る
こ

と
で
人
々
の
移
動
を
ス
ム
ー

ズ
に
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

那覇空港駅

赤嶺駅

小禄駅

奥武山公園駅

壺川駅

旭橋駅

県庁前駅

美栄橋駅

安里駅

おもろまち駅

牧志駅

古島駅

市立病院前駅

儀保駅

首里駅

石嶺駅

経塚駅

浦添前田駅

てだこ浦西駅浦添市

那覇空港
真和志

那覇新都心

新港埠頭

首里城

西原町

与那原町

南風原町

南城市
豊見城市

鉄軌道を含む新たな公共交通システム

モノレール

LRTなどの基幹的公共交通

公共交通軸（バスなど）

歴史と文化の拠点

物流と交流の拠点

交通結節点（ライド＆ライド型）
※公共交通同士の乗継ぎ

交通結節点（パーク＆ライド型）
※自家用車から公共交通への乗り換え

公共交通不便地域

那覇市が目指す
将来公共交通ネットワーク

－誰もが移動しやすいまちを目指して－

※将来公共交通ネットワーク図はネットワークの軸を示したものであり、
　全ての公共交通の路線を表示したものではありません。

人々でにぎわう街（フランス）

街中を走るLRT（フランス・オルレアン）
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